
【令和３年度 学校教育自己診断】 

学校生活をより充実したものとするため、生徒・保護者・教職員に対して、学校教育活動や取り組みに関

するアンケートを１０月末から１１月にかけて実施しました。今年は保護者の方からの回答方法をGoogle

フォームに変更し、５７５名の方にご協力いただきました。昨年は７４９名だったので来年度以降のアン

ケート回答方法を再度検討したいと考えています。 

○生徒に対する質問では、「友達関係がうまくいっている（９５．９）」「学校行事が楽しい（９５．３）」

「学校は部活動に積極的に取り組んでいる（９６．４）」などの肯定的回答が例年通り高くなっています。

生徒たちに自主自律の精神が育っていると感じます。 

 昨年度の臨時休校により、「休業中の家庭学習はしっかり取り組めましたか」という質問に対して「しっ

かり取り組めた」と肯定的に答えた生徒は 46.5％から 61.8％とポイントを上げている。一人一台端末に

よってオンラインを活用した自宅学習が進んできていると考えられる。また、進路情報に関する項目にお

いて 90.9％と高い数値となっている。 

○保護者への質問では、「友達関係」「学校行事」「部活動が活発」などの質問に対する肯定的回答が９０％

を超えています。特に今年は、外部の体育館を利用した体育祭や全校生徒でそれぞれが工夫を凝らした文

化祭などの成功が高く評価されているように思います。しかし、コロナの影響により「国際交流」「学校行

事への参加」「PTA 活動」については、昨年同様低い値となっており、今後どのような環境となるかわか

らない中、それぞれの有り様を検討する必要がある。また、学校からの連絡手段として、「Classi」が 90.9％

と高い数値となっているが、プリント・HP等、複数の方法での情報発信を今後も更にスピードアップでき

るよう学校として工夫していく。 

○記述欄にいただきましたご意見も教職員全体で共有し、今後の教育活動に反映できるよう考えていく。 

  


